
※ 現在開発中のため、 仕様および UI は変更する場合があります

抗菌薬使用量分析

共　通

現 ・ AMU 情報

成分別での抗菌薬使用量の集計ができるようになり、 より詳細なデータ分析ができる データソースを見直し、 入院と外来 （院外処方含む） のそれぞれの抗菌薬処方状況を
把握できる

使用量上位だけではなく、 使用されている全ての医薬品の一覧をリスト化

病院全体の連携にも

フィルタリングを見直すことで、 次のアクションにつなげられる分析が可能に
（診療科別、 傷病別等）

MC=Valuationをエビデンスとして他職種とコミュニケーション

抗菌薬処方患者数分析
現 ・ 外来抗菌薬処方状況

東京都港区芝大門 2-5-5　住友芝大門ビル 11F
メディカルデータベース株式会社
お問合せ先

cs-contact@medicaldb.co.jp
受付時間  9:00 - 17:30（※土日祝除く）0 50- 1751-5877

これまでにいただいた

ご意見

いただいたご意見を反映しました

・ 診療科毎に見れると具体的なアクションにつなげることができるのに。 　　 ・ 系統別だけでなく成分別の分析もしたい。
・ 医薬品使用リストは上位だけでなく、 全医薬品のリストでみたい。 　　 ・ 抗菌薬を使用している傷病を自分たちで選択できるようにしたい。
・ 外来だけでなく入院患者数も見たい。 院外処方のデータも見れるといいのに。

薬剤師

他職種

ICT /  AST
抗菌薬の使用状況を共有
介入 ・ アクションの提案

そのエビデンスとして

ICT または AST に参画している
薬剤師

ICT または AST の
医師 など

各診療科 / 各病棟

抗菌薬の処方変更の
エビデンスとして

各診療科 または 各病棟の
薬剤師

各診療科 / 各病棟の
担当医師 など

POINT

・ 成分ごとの分析が可能になる
・ 成分別 （医薬品別） の数値を表示される
・ 系統ごとの内訳 （成分） が表示される
・ 医薬品一覧が表示される
・ 傷病名フィルタが追加される
・ DDD(g) の数値が分かるようになる　etc

・ 入院の患者数が表示されるようになる
・ 急性気道感染症、 急性下痢症の傷病名を選択できる
・ 選択できる系統を広げる
・ EF ファイルを使用して、 院外処方データを含む
・ 医薬品一覧のリスト表示数の制限がなくなる
・ 診療科ごと 等、 多角的な分析を可能にする　etc

POINT


